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研究成果の概要（和文）：障がいのある人の創作活動においては、芸術活動としの意義と福祉的な意義とが同時
に目的とされることが多く、創作物の芸術的価値をどう評価するかは難しいところである。本研究では、アウト
サイダー・アートやアール・ブリュットという文脈で高く評価されている障がいのある作者を何人か取り上げ、
その作品を純粋に芸術という観点から調査研究することと、支援者への聞き取り調査を並行して行った。それに
よって、作品の基礎データを美術研究の手法で収集し、公開することが、福祉関係者に対しても作品の芸術的価
値を理解するうえで重要であることが分かり、その具体的な実践の一例を公開することができた。

研究成果の概要（英文）：When people with disabilities are engaged in creative activies such as 
visual art and performing arts, they have two different purposes in the same time; one is for making
 quality works and the other for improving the quality of their lives. As these two aims are always 
mixed and cannot be devided clearly, it is difficult to evaluate the art works only from aesthetic 
view point. In this research I comprehensively studied the works by some creators with disabilities 
who have acquired an internatinal high evaluationin the field of Outsider Art or Art Brut. At the 
same time, I made interviews with the persons who support such activities by people with 
disabilities and study their diverse sets of values. As a result, it is revealed that collection and
 publication of basic data about individual art works are effective for supporting people in the 
field of social welfare service to understand the aesthetic value of the activities by their 
supported creators.

研究分野： 美術史

キーワード： アウトサイダー・アート　アール・ブリュット　障がい者アート

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
障がいのある人が制作する美術作品を評価する基準として、アウトサイダー・アートやアール・ブリュットとい
う分類があるが、これは障がいのある人の作品を通常の美術作品と切り分けて評価してしまう危険があること
が、本研究における具体的な事例の調査や聞き取り調査を通じて明らかになった。それよりは、通常の美術研究
で行われているのと同じように、作品の基礎的なデータの収集を行い、データベースとして公開することで、作
品を通常の美術と同じ方法で扱うことができるようになる。それは福祉的観点からは重視されてこなかったこと
であり、この基礎的データベースの公開によって、福祉関係者にも作品の価値を可視化できた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
 美術批評の概念としての「アール・ブリュット（L'Art Brut 生の芸術）」は、フランスの美
術家ジャン・デュビュッフェ（1901-1985）が 1945 年に提唱した造語である。精神疾患の患
者や宗教家や幻視家など、美術の主流とは外れた環境で制作する独学自修の作り手による作品
を指す言葉で、アカデミックな美術のあり方に対する批判的概念として用いられた。 
 日本では、2006 年にローザンヌのアール・ブリュット・コレクションの館長が来日して作品
調査を行って以来、福祉施設の関係者を中心に、アール・ブリュットが知的障がい者の創作物
を指す言葉として理解されてきた。この調査は、福祉施設における創作物からアール・ブリュ
ット的なものを探し出すものだったが、その意図が正しく広まることはなかった。近年では、
障がい者福祉の政策や行政を担う関係者がこの概念に注目し、2013 年に入ると国会議員による
アール・ブリュット研究会が発足、それを受けて文部科学省と厚生労働省が「障害者の芸術活
動への支援を推進するための懇談会」を開催して中間報告をまとめるなど、福祉行政の主導の
もとに、アール・ブリュットの名称での障がい者の創作活動の推進が急ピッチで進められてい
る。その弾みとなったのが澤田真一氏の「第 55 回ヴェネチア・ビエンナーレ」への招待出品
だった。 
 しかし、先の中間報告書においても、障がい者の創作活動を表現する言葉として「アール・
ブリュット」を使用することの是非について賛否両論が併記されているように、この概念に対
して明確な共通理解があるわけではない。それは何よりも、美術批評や芸術学の専門家が、こ
れまで障がい者の創作活動に向き合う機会を持たず、障がい者による創作物を評価する批評言
語を持たずにいたことに原因がある。この現状を打開するためには、アール・ブリュットやそ
れと関連するいくつかの概念（アウトサイダー・アート、エイブル・アートなど）を障がい者
の創作活動に適応することの妥当性や問題点について、実際の作品に即して実践的に検証する
ことが必要だと考えられた。 
 
２．研究の目的 
 2000 年代後半以降、福祉関係者を中心に「アール・ブリュット」が拡大解釈されてきたが、
美術の専門領域からの批判的検証はほとんど行われていない。このような専門家の不在は、学
術的研究という見地からは憂慮すべき事態であると言わざるを得ない。本研究では、2008 年か
ら翌年にかけてスイスとオーストリアを巡回した展覧会や 2010 年のパリの展覧会で、日本の
アール・ブリュットを代表する作家として注目された作り手を中心に、彼らを取り巻く福祉的
文脈も含めて調査研究を行い、芸術学的視点から障がい者の創作活動に関わる場合に有効な手
法を検討した。 
 日本においては、障がいのある作家についての包括的な研究は、かつてほとんど行われたこ
とがなく、作家の作品を資料体として検証することは困難である。本研究では、障がいのある
作家として著名な作家を何人か取り上げ、その作品や創作の背景を包括的に調査研究すること
によって、日本の障がい者福祉施設で作られる作品に対する調査・研究の方法のひとつのモデ
ルを提案し、その結果として、日本の障がい者の創作活動の客観的な評価基準を明確化するこ
とを目指す。 
 
３．研究の方法 
 知的障がい者の創作活動を、美術批評的観点から検証する手法を確立することを目指す本研
究では、日本を代表する作家の作品調査によって、作品のデータベース化を行うとともに、国
内外の関係者への聞き取り調査と文献調査によって、知的障がい者の作品に対する福祉と美術
の両面からの批評を検証する。さらに、障がい者の作品評価を定着させる契機となった展覧会
や市場の動向を、文献や現地での聞き取り調査などから研究し、批評概念としての「アール・
ブリュット」を検証するという手法を用いた。 
 
４．研究成果 
 今回の研究では、日本のアール・ブリュットを代表する作家と位置付けられ、欧米の研究者
や愛好家の間で最も注目を集める日本人作家のひとり、澤田真一氏の作品を具体的な事例とし
て、調査研究に取り掛かった。結論から言うと、澤田氏の作品について多くの知見を得ること
はできたものの、データベースを構築するまでには至らなかった。今や著名な作家となった澤
田氏の作品の販売や保存に関しては複雑な利害関係があり、現時点での作品データベースの構
築や公開は現実的に不可能であった。その点では、研究当初の見込みが甘かったと言わざるを
得ないが、研究期間中に「障害者による文化芸術活動の推進に関する法律」が国会で可決成立
するなど、障がい者の創作活動をめぐる状況は、研究に着手した当初からは想像できないほど
に流動的だった。一方で、澤田氏の作品の継続的な調査からは多くの知見を得て、それはいく
つかの論文や学会発表のかたちで結実した。とりわけ、彼が所属する栗東第二なかよし作業所
で 2001 年から創作活動を支援している池谷正晴氏に継続的な聞き取り調査を行ったことは大
きな成果だった。池谷氏の 50 年に及ぶ障がい者福祉施設での陶芸指導の経験は、日本における
障がい者の創作活動の歴史を考えるうえで極めて意義深いものでありながら、池谷氏自身は自
らの業績を世に知らしめることには消極的だった。本研究では、そのような池谷氏の活動の軌
跡と思想を記録することができた。また、澤田氏については多くの外在的事情により実現でき



なかった作品の包括的調査とデータベース化の作業は、澤田氏と並ぶ重要作家である小幡正雄
氏の作品において、予想外の成果を得ることができた。当初は小幡氏の作品を包括的に調査す
ることは予定していなかったが、本研究の方法を適応できる事例として小幡正雄氏が没後に遺
した約 1000 点の作品を調査し、データベースを構築するだけでなく、作品の権利関係を整理し
たうえで、国内外の公的機関に作品を寄贈して永続的な作品の保存を可能にし、かつその過程
を論文にまとめて公表したことは、本研究の大きな成果である。 
 さらに、澤田氏の作品調査から派生して、池谷氏が長年にわたって関わっていた椎の木会落
穂寮の作品調査とデータベースの構築を行ったことも当初の予定を超える成果だった。1950 年
に設立された重度障害児施設である落穂寮では、設立当初から絵画を中心とする創作活動が行
われていた。1955 年には、それらの作品が東京渋谷の東横百貨店で「知恵のおくれた子らの作
品展」として紹介され、大きな反響を得た。この展覧会は、日本の障害児の美術教育の歴史を
考えるうえで極めて貴重なものだが、それらの作品についてはこれまでほとんど調査されたこ
とがなかった。澤田氏と池谷氏についての調査の過程で、現在の落穂寮に当時制作された作品
の一部が現存していることが分かった。1970（昭和 45）年の新築移転の際に多くの作品が処分
されたが、1958（昭和 33）年から生活支援員として落穂寮で絵画活動を指導していた池谷氏の
尽力によって、一部の作品が廃棄から免れて保存されていることが分かった。本研究では、昭
和 25年から昭和 50 年代までに制作され、現在も保存されている作品の撮影と採寸を行い、そ
のデータを公開することができた。 
 その他、文献調査や聞き取り調査の成果は、論文や学会発表のかたちで発表した。障がい者
の創作活動に対しては、先に挙げた「障害者による文化芸術活動の推進に関する法律」の制定
や 2020 年の東京パラリンピックに向けて機運醸成を目指す政策などから、社会的な関心が極め
て高い。そのため、本研究者は、シンポジウムやフォーラムなど様々な場面で本研究の成果を
踏まえた提言や発表を行ってきた。それらは、厳密な意味での学術的な成果ではないが、本研
究が果たした社会的貢献としては大きな成果と言えるだろう。 
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